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湯田地区コミュニティ協議会

湯田地区コミュニティセンター ☆コミセン勤務表 ☆　市役所連絡日
ＴＥＬ・ＦＡＸ （コミセン主事） 火曜日午前中　（業務内容）

2 8 ー 0 8 8 4 月・火・木・金曜日 公的年金現況届等証明書
ＴＥＬ （事務局） 戸籍謄本・抄本等証明

2 8 ー1 1 5 5 火・水・木　曜日 住民票写・証明等請求
ＡＭ８：３０～ＰＭ５：１５

3月2日（日）午後１２時から湯田小学校屋内運動場におきまして「食の文化祭」が実施されました。
これは、ゴールド集落支援事業の一環で、住みよい町部会部会長の竹田彰さんが、中心に地域活性化の
為に、郷友会で補助金をもらい、道の駅のバイキングの視察をし、各自治会長の協力のもと、有志の皆さんが
自治会別に料理を作り、みんなで食べましょうと言う事での始まりでした。時期的に衛生上の懸念はありましたが
沢山の料理が出て、150名からの出席者がそれぞれの料理を食べ楽しまれておりました。
第1回目の催し物でしたが、今後皆様方の意見を聞きながら、開催の仕方等検討されると思います。

かねてより、湯田地区資源保全組合のさまざまの活動に、ご理解とご協力を戴きまして誠に有難うございます。
草払いや、泥上げ、その他の活動に対しまして、￥500円の、商品券を発行しております。
商品券の使用期限が、平成26年3月31日ですので、もう一度お手持ちの商品券を、ご確認いただき
なるべく早くご使用ください。使用期限を過ぎますと￥500円券は、無効と成ります。
皆様方の活動に対しましての、謝金でございますので、地域内のお店で、使用できる通貨として
是非有効にお使いください。

3月23日(日)午前9時から、「湯田小学校第66回卒業式」が実施され、野中唯楓君、鬼塚りなさん、柏木千乃さん、
竹口依咲さんの、4名の方が、巣立っていかれました。来年からは、水引中学校に通学します。残された6名の
4年生は、来年から水引小学校に通学します。

　午前11時から、「閉校式」が実施され、教育長式辞の後、市長のあいさつ、校旗返納が有り湯田小学校の校旗を
野中君と校長先生が、教育委員会に返納され135年間に及ぶ湯田小学校が閉校しました。

　12時30分から、「閉校記念碑除幕式」が開催され、記念事業部の部長の下園政喜さんの進行により
副部長の野下和文さんが除幕式開会の宣言をされ、実行委員長岩元博徳さんの挨拶が有り、市長、教育長
含め、4名の卒業生らにより、序幕が行われ「湯田小学校135年の歴史を誇りに永久に輝け」の文字が現れました。
自然石を、加工して、文字の下書きは、桐原良種先生にして頂きました。地域の皆様はじめ、湯田小学校に関わった
皆さんにとって、地域の小学校が閉校することは、誠に残念なことでは有りますが、この記念碑とともに、いつまでも
心の中に残してほしいものですね。ぜひご覧になってください、体育館の前の、100年記念碑の横にあります。

☆食の文化祭が開催されました。☆

☆湯田小学校閉記念行事が開催されました。☆

☆保全組合の商品券の使用期限のおしらせ☆

湯田コミ協だより



13時から、「惜別の会」が実施され、総務部長の竹田彰さんの司会進行で、副部長の屋久弘文さんが
開会宣言され、亡師・亡友への黙祷が行われ、実行委員長岩元博徳さんの挨拶です。
『閉校記念事業実行委員会を代表致しまして、一言ご挨拶を申し上げます。まずは薩摩川内市長岩切秀雄様
はじめ、沢山のご来賓の皆様ご臨席のもと、全国各地から駆けつけていただきました卒業生の皆様、湯田小学校に
ゆかりの有る皆様、地域及びPTAの皆様が一堂に会し、惜別の会が盛大に開催できます事に、心から感謝し
皆様とともに喜びたいと思います。皆様ご存じの通り、湯田小学校は135年間にわたり、さまざまな教育活動を
展開し、脈々とその歴史を刻み、素晴らしい伝統を築いてまいりました。本日卒業した4名を最後として、総勢
4400有余名の卒業生を輩出し、地元をはじめ全国各地で活躍されていることを誇りに思っております。
しかし、少子高齢化の波は、想像を絶するほど早く、平成24年には高城西中学校が閉校し、湯田小学校にも
再編の動きが出ておりました。地区住民をはじめPTAの皆さんと話し合いの末、再編に待ったをかけてまいりましたが
校区外通学が、認められ入学児童がないまま3年が経過し現在の4年生6名、6年生4名の10名になってしまいました。
子ども達にとって教育環境を考えた結果、断腸の思いで再編を決め今日限りで閉校になります。
閉校記念事業実行委員会を立ち上げ、沢山の皆様方のご協力のもと、さまざまの閉校記念事業をしてまいりました。

さて、135年に及ぶ歴史に幕をおろす訳ですが、数々の思い出がある学び舎が無くなることに、卒業生はじめ

地域の皆様方の胸中はいかばかりかと拝察いたします。
しかし、本校の多大な功績と輝かしい伝統は皆様方をはじめ,多くの方々の心に宿り脈々と生き続けるものと
確信しております。これからも、湯田小学校の輝かしい伝統と歴史を、後世に伝えていただきますようお願いいたします。
最後になりますが、湯田小学校に最後まで通学してくれた、10人の子ども達、お父様お母様方、閉校記念事業
実行委員を快く引き受けていただきました先生方はじめ、51名の委員の皆様、湯田小学校に寄せられました皆様方の
御芳志に深く感謝すると共に、さらなる湯田地区の発展を祈念しあいさつといたします。有難うございました』
北野敏彦副委員長の乾杯で宴席が始まりました。
湯田小学校全校生徒の歌に始まり、太鼓や踊り、カラオケ等であっという間の惜別の会でした。
250名あまりの出席を得て、盛大にできました事すべてが皆様方のおかげと深く感謝する事でした。
最後に実行委員会のみんなが壇上に上がり、松下良廣総務副部長が閉会宣言し終了しました。
58名の実行委員の皆様大変ご苦労様でした。卒業生はじめ、地域の皆様大変お世話に成りました。

※今月から、湯田コミ協だよりを、回覧で回します。 ※　日中の仕事では、水分補給をして熱中症に、季節の変わり目、健康管理に

保管用に欲しい方は、コミセンまでお申し込みください。　　　気を付けましょう。
※　誤字脱字についてはお許しください。

４月の行事 ※　皆様方のご意見をお待ちいたしております。
4月6日～15日　「春の交通安全週間」 　　　　　　ＴＥＬ２８－０８８４

　　　　　　　　　　　　今月もご拝読有難うございました。


